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日本の自然・防災 名前

問1 関東地方の河川に関する統計において、流域面積が約16,840平方キロメートルと日本で最大であり、群馬県を源流として千葉県北部などの下流
域を経て太平洋に注ぐ河川の名称として最も適当なものを、次の中から選びなさい。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 信濃川 2. 荒川 3. 利根川 4. 石狩川

問2 新潟県上越市などの日本海側に位置する都市で見られる、降水量の推移の特徴を説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2018年

大分県公立入試 類似）

1. 夏は太平洋からの季節風の影響で
降水量が多くなるが、冬は乾燥した
晴天の日が続く。

2. 冬の気温が氷点下になるほど非常
に低く、年間を通して降水量は控え
めである。

3. 季節風が山地に遮られるため、年
間を通して降水量が比較的少なく、1
,000mmを下回ることもある。

4. 冬に北西の季節風の影響を受ける
ため、1月や12月の降水量が月間300
mmを超えるなど、夏よりも冬に降
水量が多い。

問3 仙台駅から若林区にかけての地域では、南北に走る鉄道の東側に津波の浸水区域が広がり、鉄道沿いに宅地の被害が集中している様子がうかが
えます。このような地形データと被害状況の関係について述べた文として、地理学的な観点から最も適切なものを選びなさい。 （2025年

神奈川県公立入試 類似）

1. 鉄道の西側は東側よりも標高が低
いため、津波の被害は常に西側に集
中するという法則が成り立つ

2. 津波は標高の高い場所を好んで浸
水させる性質があるため、鉄道沿い
の宅地が意図的に狙われたといえる

3. 鉄道の盛り土や標高のわずかな差
が境界となり、浸水域や被害の程度
に大きな影響を与えていることがわ
かる

4. 自然災害伝承碑が設置されている
地点は、周囲よりも標高が極端に低
いため、浸水被害を食い止める壁の
役割を果たしている

問4 長崎県の五島列島付近から、平戸や佐世保などの沿岸を通り、対馬海峡を抜けて日本海へと北上していく海流があります。この海流の名称と性
質の組み合わせとして、正しいものはどれですか。 （2017年 京都府公立入試 類似）

1. リマン海流（寒流） 2. 日本海流（暖流） 3. 対馬海流（暖流） 4. 対馬海流（寒流）

問5 三陸海岸などの沿岸部において、鉄筋コンクリート製で高い位置に避難スペースを持ち、らせん階段などが備えられた「避難タワー」が整備さ
れている主な目的として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 千葉県公立入試 類似）

1. 干ばつによる水不足に備え、高い
場所に飲料水を蓄えるための貯水施
設にするため

2. 地震後に発生する津波から、近く
に高台がない場所でも一時的に命を
守るため

3. 集中豪雨による土石流から逃れる
ため、鉄筋コンクリートで土砂を受
け止めるため

4. 火山が噴火した際に放出される火
山灰や火砕流を避けるためのシェル
ターとするため

問6 宮城県北部の三陸海岸に見られるような、山地が沈水して形成された、小さな岬と奥行きのある湾が複雑に入り組んでいる海岸地形を何と呼び
ますか。 （2020年 島根県公立入試 類似）

1. カルデラ 2. 干拓地 3. リアス海岸 4. 砂州

問7 日本海側の気候に属する京都府北部の舞鶴市において、冬の時期に降水量（降雪を含む）が多くなる要因について、季節風と地形の関係から説
明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2016年 愛知県公立入試 類似）

1. 小笠原高気圧から吹き出す湿った
南東の季節風が、山脈を越える際に
水分を放出し、ふもとの地域に乾燥
した風をもたらすため。

2. シベリア高気圧から吹き出す冷た
く乾いた北西の季節風が、日本海を
渡る際に水蒸気を蓄え、山脈にぶつ
かって上昇気流が生じるため。

3. 赤道付近で発生した低気圧が北上
し、暖かい海水の影響を受けて冬場
でも湿った空気が日本海側に流れ込
み続けるため。

4. 年間を通して安定した偏西風が吹
くことで、大陸からの乾燥した空気
が常に供給され、上昇気流が発生し
やすくなるため。

問8 三重県の志摩半島や福井県の若狭湾、岩手県の三陸海岸南部などに見られる、複雑な出入りを持つ海岸線において、その地形が形成された主な
成因として正しいものはどれですか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 川が運んできた土砂が河口付近に
堆積し、海に向かって平らな土地が
広がったため

2. 海流によって運ばれた砂が細長く
伸び、入り江を塞ぐような堤状の地
形ができたため

3. 遠浅の海や湖を堤防で囲い、内部
の水を排水して人工的に陸地を造成
したため

4. 山地の谷の部分に海水が入り込み
、小さな岬と湾が交互に並ぶ地形と
なったため

問9 四国や九州の太平洋側など、夏に降水量が多く冬に乾燥する「太平洋側の気候」において、夏に降水量が多くなる主な理由として正しいものを
選択してください。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 暖流である対馬海流の影響により
、一年中安定して湿った空気が供給
されるため

2. シベリア高気圧から吹き出す北西
の季節風が、日本海で水分を蓄えて
から山を越えるため

3. 南東から吹き込む湿った季節風が
山地にあたり、上昇気流が発生して
雨を降らせるため

4. 標高が高いために一年を通して気
温が低く、上昇気流が常に発生しや
すい地形であるため

問10 日本の気候区分のうち、標高が高いために夏でも平均気温が20度程度と涼しく、冬の寒さは厳しい一方で、山々に囲まれているため年間降水量
が2000mmを下回るという特徴を持つ区分を何と呼びますか。 （2024年 佐賀県公立入試 類似）

1. 日本海側の気候 2. 中央高地の気候 3. 太平洋側の気候 4. 瀬戸内の気候

問11 扇状地は砂や小石が厚く積み重なってできているため、水が地下に染み込みやすく、地表の水が得にくいという性質があります。この地形的特
徴を背景として、扇状地で古くから発達してきた土地利用について述べたものとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年 愛媛県公立入試 類似）

1. 水はけの良さを利用した、ブドウ
や桃などの果樹園

2. 土砂崩れのリスクを避けるために
整備された、広大な森林保護区

3. 地下水が豊富であることを利用し
た、大規模な水田地帯

4. 土地が平坦であることを利用した
、大規模な工業団地

問12 日本の諸都市の気候を比較した際、1月の平均気温が約-0.6度となる長野市のような内陸部の都市と、1月の平均気温が約6.7度と温暖な静岡市の
ような太平洋側の都市で見られる気候の差について、その要因を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. 内陸部の都市はシベリア高気圧か
ら吹き出す季節風を直接受けるため
冬の降水量が多くなり、太平洋側の
都市は対馬海流の影響で夏と冬の気
温差が極めて小さくなる。

2. 内陸部の都市は季節風の影響で夏
に降水量が集中するが、太平洋側の
都市は山地によって季節風がさえぎ
られるため、夏と冬の気温差が内陸
部よりも大きくなる。

3. 内陸部の都市は緯度が高いために
冬の気温が下がり、太平洋側の都市
は小笠原高気圧の影響を一年中受け
ることで、1月の平均気温が氷点下に
なることがない。

4. 内陸部の都市は標高が比較的高く
、海から離れているため冬の夜間の
放射冷却の影響を受けやすい一方で
、太平洋側の都市は暖流である黒潮
の影響を受けやすく、冬でも晴天が
多いため気温が下がりにくい。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

利根川
群馬県の大水上山を源流とし、関東平野を横断して千葉県と茨城県の境から太平洋に注ぐ利根
川は、日本最大の流域面積を誇る河川です。選択肢にある信濃川は日本で最も長い河川（長さ
1位）ですが、流域面積では利根川が1位となります。また、荒川は利根川の西側を流れる河川
であり、石狩川は北海道を流れる日本第2位の流域面積を持つ河川です。

問2 答え 4
冬に北西の季節風の影響を受けるため、1月
や12月の降水量が月間300mmを超えるなど
、夏よりも冬に降水量が多い。

日本海側の気候は、冬にシベリア気団から吹き出す北西の季節風が、暖流の流れる日本海の上
空を通る際に水蒸気を蓄えることで形成されます。この湿った空気が日本列島の山脈にぶつか
ることで、日本海側には大雪や雨がもたらされ、太平洋側とは対照的に冬の降水量が非常に多
くなるという特徴があります。

問3 答え 3
鉄道の盛り土や標高のわずかな差が境界とな
り、浸水域や被害の程度に大きな影響を与え
ていることがわかる

津波の浸水範囲は地形の標高差に強く影響されます。仙台平野のように平坦な土地では、鉄道
の盛り土（線路を敷くために高く積まれた土）などがわずかな高低差を生み出し、浸水を食い
止めたり、逆にその周辺で被害を拡大させたりする要因となります。浸水区域が鉄道の東側に
集中しているという事実は、その地点を境に標高や地形的条件が異なっていたことを示唆して
おり、減災計画を立てる上で重要なデータとなります。

問4 答え 3
対馬海流（暖流）

九州北西部から対馬海峡を経て日本海へ流れ込むこの海流は、黒潮（日本海流）から分かれた
暖流です。五島列島などの長崎県周辺を通過し、日本海側の気候や漁業に大きな影響を与えて
います。対馬海峡の名前を冠しており、低緯度から暖かい水を運ぶ性質を持っています。

問5 答え 2
地震後に発生する津波から、近くに高台がな
い場所でも一時的に命を守るため

津波対策では高い場所への避難が原則ですが、平地が広がる地域や避難できる高台が遠い場所
では、迅速な移動が困難です。そのため、人工的に高い避難場所を作る「避難タワー」の整備
が進められています。これは、三陸海岸のような津波被害が想定される地域の防災対策として
、過去の教訓（伝承碑に記された内容など）を現代のインフラ整備に活かした事例と言えます
。

問6 答え 3
リアス海岸

陸地が沈み込んだり海面が上昇したりすることで、もともと山地だった場所の谷に海水が入り
込んで形成されます。海岸線がギザギザに入り組んでいるのが特徴で、日本では三陸海岸のほ
か、福井県の若狭湾や三重県の志摩半島などに代表例が見られます。

問7 答え 2
シベリア高気圧から吹き出す冷たく乾いた北
西の季節風が、日本海を渡る際に水蒸気を蓄
え、山脈にぶつかって上昇気流が生じるため
。

日本の冬は、ユーラシア大陸のシベリア高気圧から冷たく乾燥した北西の季節風が吹き込みま
す。この風が日本海を渡る際に、対馬海流（暖流）の影響で湿った空気を取り込み、本州中央
の山脈にぶつかることで、日本海側に雪や雨といった大量の降水をもたらします。

問8 答え 4
山地の谷の部分に海水が入り込み、小さな岬
と湾が交互に並ぶ地形となったため

リアス海岸は、起伏の激しい山地が沈水（地盤の沈下または海面の上昇）することで、もとも
とあった谷の部分に海水が入り込んで形成されました。このプロセスにより、奥行きのある湾
と突き出た岬が連続する複雑な海岸線が生まれます。他の選択肢は、それぞれ扇状地や三角州
、砂州、干拓地の説明です。

問9 答え 3
南東から吹き込む湿った季節風が山地にあた
り、上昇気流が発生して雨を降らせるため

日本の夏は、小笠原気圧（太平洋高気圧）から南東の季節風が吹き込みます。この湿った風が
四国山地や紀伊山地などの高い山々にぶつかることで雨雲が発達し、太平洋側の地域に多くの
降水をもたらします。冬は逆に、北西からの季節風が山脈を越える際に水分を失い、乾いた風
として吹き下ろすため、乾燥した気候となります。

問1
0

答え 2
中央高地の気候

長野県の野辺山などに代表されるこの気候は、標高の高さが気温に大きな影響を与えています
。内陸部で周囲を山々に囲まれているため、海からの湿った空気が入りにくく、年間を通じて
降水量が比較的少ないという特性があります。対照的に、高知県などの太平洋側の気候では、
夏は高温で降水量も非常に多くなります。

問1
1

答え 1
水はけの良さを利用した、ブドウや桃などの
果樹園

扇状地は粒子が粗い土砂で構成されているため、水が地下に浸透しやすく（伏流）、水田には
適しません。一方で、果樹栽培は水はけの良い土地を好むため、山梨県の甲府盆地などの扇状
地では果樹園が盛んに作られてきました。扇頂から扇央にかけて、このような景観がよく見ら
れます。

問1
2

答え 4
内陸部の都市は標高が比較的高く、海から離
れているため冬の夜間の放射冷却の影響を受
けやすい一方で、太平洋側の都市は暖流であ
る黒潮の影響を受けやすく、冬でも晴天が多
いため気温が下がりにくい。

日本の気候は地形や海流の影響を強く受けます。内陸部に位置する都市は、海から離れている
ため比熱の関係で陸地が冷えやすく、さらに盆地などでは夜間に地表の熱が奪われる放射冷却
現象が顕著になるため、1月の平均気温が氷点下になるなど寒さが厳しくなります。一方、太
平洋側の都市は、沿岸を流れる暖流（黒潮）の影響で冬でも比較的温暖であり、冬の季節風が
奥羽山脈や中央アルプスなどの山を越える際に水分を落とすため、太平洋側では乾燥した晴天
の日が多くなり、日照によって気温が下がりにくいという特徴があります。


